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区 分 一 般 大 学生 ・ 高 校生 | 信愛 知 県 清須 市 朝日 貝塚 1 番地 
@TEL/052-409-1467 マン 

個人 300 円 | 200 円 | @ 開 多 時 間 /9:30-17:00 
団体 人 @ 駐 車場 /15 台 

団体 @ 休 館 日 月 曜日 
(っ 有料 20 名 以上 ) 250 円 150 円 ※ 月 曜日 が 祝日 ・ 振 替 休日 の 場合 は 、 
  

※ 学 校 行事 (高校 以下 ) 及び その 引率 者 、 中 学生 以下 、 障がい 者 の 方 及び その 付き 添い の 方 (1 名 まで ) は 無料 翌 平日 

  

     
  

  

ap 
トー ※ あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム より 
/ 崩 洲 7 清洲 城 ま で 徒歩 約 10 分 

【 大 人 】 300 円 

(4』 入 】150 円 
( 小 中 学 生 ) ※ 幼 児 無料 

@ 受 知 県 清 当 市 朝日 城 屋敷 1 一 1 
@TEL/052-409-7330 
人 @ 開 館 時 間 /9:00 一 16 :30 
@ 休 館 日 月 曜日 
※ 月 曜日 が 祝日 ・ 振 替 休 日 の 場合 は 、 翌 平日 

”。 。 。 清洲 大 共通 チケ ッ ト 
2 施設 で 計 600 円 を 500 円 発券 より 半年 間 有 効 

と SR 
SD 
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還 議 休 感 ! し だ み 古墳 群 ミ ュー ジア ム | 
  

【 一 般 】 200 円 
※ 中 学生 以下 無料       

あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム の 今 を 伝え る 情報 誌 【 季 刊 誌 】 足跡 だ つ 
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@ 名 古屋 市 守山 区 大 字 上 志 段 味 字 前 山 1367 
@TEL/052-739-0520 
@ 開 館 時 間 /9:00 一 17 :00 
人 @ 休 館 日 月 曜日 
※ 月 曜日 が 祝日 ・ 振 替 休日 の 場合 は 、 翌 平 日 

本 20 < ピョン ムン 4 
た 人 を た 00 円 * 発券 より 半年 間 有 効 

を 語 2 ミュ ー ジ アム 
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あい 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム 
ト ER きよ す あ し が る バス 

    

  

ブル ニル ニ ト 
泣 計 < 清洲 総合 福祉 セン ター 徒歩 約 10 分 _ あ 

た ロ きよ す あ し が る バス ュ い 
ミ で 記 ビー いで ママ ミー | ち 

李 島 駅 w* 尾張 星 の 思 ぁ ピア ゴ 清 洲 店 前 上 1 分 回 
公共 き ア 営 
上 * 『 た 徒歩 約 10 分 ム 令 

EE : 6 の 
『 新 清洲 駅 徒歩 約 20 分 

( ) 欄 世 ( 名 鉄 ) 
東 湯本 城北 線 名 古屋 本 線 

1 名 古屋 第 二 環 状 自動 車道 「 清 洲 東 IC」 か ら 約 1 分 
光電 ご 利用 いた だ け ま す 。 
駐車 場 の 数 に は 限り が あり ます 。 出来 る 限り 公共 交通 機関 の ご 利用 を お すす めし ます 。 

    

新型 コロ ナウ イル ス 感 染 防 止 対 策 の た め 、 連絡 先 の 記入 ・ 来 館 時 の マス クン 意 用 ・ 手 指 消毒 を お 願い 致し ま 
す 。 また 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 お よび 天候 な どの 状況 に 応じ て 、 館内 の 一 部 閉鎖 お よび 関連 イベ ント 
を 中 止 す る 場合 が あり ます 。 詳し く は WEB に て ご 確認 くだ さい 。 

https://aichi-asahi.jp f 有朋 隊 SN に ie た る 1 
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あい ち 朝 日 遺 ミュ ー ジ アム 

   



  
弥生 時 代 を 見 て 触れ て 伝え る 施設 
昨年 の 11 月 22 日 に 「 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム | が 開 
館 し まし た 。 この コロ ナ 褐 で 、 色々 と 心配 し て お り ま し た 

が 、 な ん と か 無事 に オー プン する こと が で きま し た 。 これ 

も 関係 者 の 皆様 は も ちろ ん の こと 、 地 域 の 皆様 は じ め 、 

ご 支援 ・ ご 協力 いた だ きま し た すべ て の 皆様 の お 陰 だ と 

心 よ り 感謝 し て お り ま す 。 あり が と う ご ざ いま し た 。 

さて 、 国 の 史跡 に 指定 され て お り ま す 上 貝殻 山内 塚 を 合 
め た 朝日 遺跡 は 、 現在 の 清須 市 と 名 古屋 市 西区 に また が 

る 弥生 時 代 の 巨大 集落 遺跡 と し て 全国 有数 の 規模 を 

誇っ て いま す 。 出土 品 も 大 変 多 く 、 弥生 時 代 の 生活 や こ 
の 地域 特有 の 文化 を 知る 上 で 数 々 の 成果 を も た らし て き 

まし た 。 その 内 の 主要 な 出土 品 2.028 点 は 国 の 重要 文化 
財 に 指定 され て いま す 。 そう いう 意味 で も 大 変 素晴らし い 

遺跡 と 言え ます 。 

と ころ が 残念 な こと に 、 研究 者 の 間 で は 有名 な この 遺 

跡 も 、 一 般 の 方 に は あま り 知 られ て いな い の が 現状 で 

す 。 小 ・ 中 学校 だ け で な く 、 高 校 の 教科 書 で も ほとん ど 

触れ られ て いま せん 。 私 は 、 一 人 で も 多く の 方 に この 遺跡 
の こと を 知っ て いた だ きた いと 思っ て お り ま す 。 それ が 館 

長 と し て の 私 の 目標 で も あり ます し 、 当館 の 役割 の 一 つ 

で も あり ます 。 

  

  
    

  

4K ド ロー ン 映 像 

に 

先日 、 私 の 知人 が お 子 さ ん 3 人 を 連れ て 来館 し て くれ ま 
し た 。 お 子 さ ん た ち は 、 これ まで 歴史 に は あま り 興 味 を 

持っ て いな か っ た そう で す が 、 展示 室 に 入る と 展示 品 を 

食い 入る よう に 覗き 込ん で いま し た 。 家 に 帰ら れ て か ら も 

家族 で 弥生 時 代 の 話 ば か りさ れ て いた そう で す 。 小学 3 

年 生 の 末っ子 さん は 、 お 土産 に 買っ た 石 の 矢 じ し り の レプ リ 
カ を 何 度 も 箱 か ら 取 り 出 し て は 眺め て 、 宝物 の よう に 机 の 

上 に 飾っ て いる そう で す 。 小学 6 年 生 の 次 男 さ ん は 、 学 校 
の 課題 で 弥生 時 代 を 選 ぼ うと 考え た そう で 、 中 学 3 年 生 

の 長男 さん に いた っ て は 、「 テ スト で 弥生 時 代 の 間 題 が 出 
た ら 完 璧 だ ! | と 誇らしげ だ っ た そう で す 。 微笑 まし い の 

と 同時 に 嬉し さき が こみ 上 げ て きま し た 。 

当館 は 、 弥生 時 代 を 体感 で きる 、 子 供 も 大 人 も 楽し め 

る ミュ ー ジ アム を 目指 し て いま す 。 

この 冊子 を 手 に し て くだ さっ た な ら 、 基 非 と も 「 あ いち 朝 

日 遣 跡 ミ ュー ジア ム | に お 越し くだ さい 。 きっ と 新しい 発 

見 が ある は ず で す 。 
これ か ら も スタ ッ フ 一 同 、 来館 し て いた だ いた 皆様 に 

満足 し て いた だ ける よう 努め て まい り ま す の で 、 どう ぞ よ 

ろ し く お 願 いい た し ます 。 

あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 館長 

伊 償 和 疹 
県 立 高校 の 教諭 か ら 、 全 く 経 験 の 無かっ た 遺跡 の 

発掘 調査 に 派遣 され る 。 出土 品 管理 、 普 及 刻 発 に も 
携わり 、 考 古 の 知識 を 身 に つけ る 。 一 度 学校 に 戻る 

も 再度 発掘 調査 の 世界 へ 。 

ら 009 年 より 発掘 調査 員 と し て 勤務 
018 年 愛知 県 埋蔵 文化 財 調 査 セ ンタ ー 所 長 
ら 020 年 あい ち 朝 日 遺 蹴 ミュ ー ジ アム 館長 を 兼務 
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あい ち 電 日 遺跡 ミュ ー 

産業 と 交通 、 流 通 の 拠点 で ある 愛知 県 。 そ の 西部 、 名 古 

屋 市 西区 と 清須 市 が 接する 地 に 、 高 速 道路 の 巨大 な 立体 

交差 が そびえ て いま す 。 名 古屋 第 二 環状 自動 車道 、 名 古屋 

高速 16 号 一 宮 線 、 国道 302 号 線 、 国道 22 号 線 が 複雑 に 交 

差す る 清洲 ジャ ンク ショ ン は 、 愛知 の 物流 を 担う 交通 の 要 

所 と な っ て いま す 。 

この 道路 建設 に と も な っ て 、1970 年 代 か ら 2000 年 代 に 

か け 、 長 期間 に わた る 遺跡 の 発掘 調査 が 行わ れ ま し た 。 

当初 この 地 に は 複数 の 貝塚 や 遺物 の 包 蔵 地 が 点 在 し て い 

る と 考え られ て いま し た が 、 や が て ひと つの 巨大 な 集落 

「 朝 日 遺跡 ] ど し て その 姿 が 明らか に な っ て きま し た 。 威 

容 を 誇る 逆 茂木 ・ 乱 杭 等 の 多重 防御 施設 、 埋 納 さ れ た 銅 

鍵 、 日 本 最 古 の ヤナ 状 遺 構 等 、 相 次 ぐ 発 見 に より 、 朝 日 遺 

跡 の 名 は 全国 へ と 知ら れ て いま す 。 は る か 二 千 年 を さか の 

ほる 弥生 時 代 、 こ の 地 は 東西 の 文化 を 結ぶ 、 生 産 と 流通 

特集 あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 開館 

  ジア ム が 開館 し まし た 

の 拠点 と し て 栄え て いた の で す 。 

そし て 、 2020 年 11 月 22 日 、 朝 日 遺跡 が 広がる 一 角 に 、 

あい らち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム が 開館 し まし た 。 ミュ ー ジ ア 

ム は 、 そ の 前 身 で ある 愛知 県 清洲 貝殻 山 具 塚 資料 館 ( 現 

史跡 貝殻 山内 塚 交 流 館 ) に 隣接 し 、 史 蹴 具 殻 山 具 塚 を 含 

む 約 1 万 5 千 の 敷地 の な か に あり ます 。 朝日 遺跡 の 発 据 

調査 と 重要 文化 財 2,028 点 を は じ め と する 貴重 な 出 芋 品 

を 保存 ・ 公 開 する 遺跡 博物 館 で す 。 また 、 出土 品 の 展示 だ 

け で な く 、 弥 生 時 代 を 体験 ・ 体 感 す る ミュ ー ジ アム と し て 

も カカ を 入れ て いま す 。 弥生 文化 を 見 て 触れ て 楽し め る 施設 

ど と し て 、 さ ま ざ ま な イベ ント や 企画 展示 を 行 つ て いく 予定 

で す 。 みな さま の ご 来館 を 心 よ りお 待ち し て いま す 。 

  

あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム は 、 
2020 年 11 月 22 日 に 開館 し まし た 。 
  

 



特集 あい ち 朝 日 遺 踊 ミュ ー ジ アム 開館 

  朝日 遺跡 、 弥 生 時 代 の 暮らし を 映像 と 模型 で 再現 
朝日 遺 上 は 、 東西 1.4km、 南 北 0.8km、 推 定 面積 は 80 

て 100 万 に も 及ぶ 全国 で も 最大 規模 の 弥生 集落 遺跡 で 

す 。 は る か 二 千 年 以上 昔 、 こ こ は ど の よう な 集落 で 、 人々 

は どの よう に 暮らし て いた の で し ょ う 。 あい ち 朝 日 遺 跡 

ミュ ー ジ アム で は 、 映像 、 模 型 、 そ し て 膨大 な 出土 品 を と お 

し て 、 弥生 時 代 の 生活 ・ 文 化 を 紹介 し て いま す 。 

展示 室 は 、3 室 で 構成 し て いま す 。 ます 基本 展示 室 1 に 

入る と 、 部屋 の 中 央 に 大 き な 円 形 の スク リー ン が 、 奥 に は 

巨大 な ジオ ラマ 模型 が 目 に 入り ます 。 円 形 の スク リー ン 

は 、 ク ロス ロー ド ビ ジ ョ ン と いい 、 約 4 分 半 の アニ メー ショ 

ン に より 、 集 落 で の 生活 、 交流 、 戦 い 、 祈 りな ど 、 象徴 的 

な 場面 が 映し 出さ れ て いき ます 。 模型 は 、 朝日 遺 幅 ロ ケー 

ショ ンジ オラ マ で す 。 紀元 前 2~-3 世 紀 、 朝 日 遺跡 が も っ と 

も 栄え て いた 頃 の 集落 (居住 域 、 墓 域 ) の 広がり を 復元 し 

て いま す 。 交易 、 も の づく り 、 死者 の 遇 い 、 祭祀 な ど 、 精 級 

な 人 物 模型 に より 集落 の 営み が 再現 され て いま す 。 また 、 

防御 施設 と 戦い 、 農 地 、 海 、 山 で の 活動 を 抜き 出し た ク 

ロー ズ ア ッ プ 模型 で は 、 さ ら に 詳し い 弥 生 人 た ちの 生活 の 

様子 を 紹介 し て いま す 。 また 、 朝日 遺跡 発掘 マッ プ 、 集落 

の 変遷 図 、 情 報 端 末 を とおし て 、 より 詳細 な 発掘 調査 の 情 

報 に アク セス する こと が で きま す 。 

  弥生 時 代 を 体験 体感 する ミュ 
さて 、 あい ち 朝 日 遺 上 ミ ュー ジア ム の 魅力 は これ だ け 

で は あり ませ ん 。 も う 一 つの 展示 室 「 キ ッ ズ 考 古 ラ ボ ] 

で は 、 貫 頭 家 を 着 て 弥生 人 に な りき ぎっ て みた り 、 復 元 し 

た 農具 や 道具 に 触れ た り 、 土 器 パ ズル や 土器 の 文様 付 

け に チャ レン ジ し た り 、 楽 しく 弥生 時 代 を 学ぶ こと が で 

きま す 。 体験 学習 室 や 屋外 で は 、 火 起こ し 体験 、 土器 づ 

くり 、 勾 玉 づ くり な ど 、 より アク ティ ブ に 古代 の 生活 に 触 

れる こと が で きる で し ょ う 。 

ミュ ー ジ アム の 敷地 内 に は 、 国 指定 の 史跡 貝殻 山内 塚 

が 保存 され て お り 、 環 漂 (集落 を めぐ る 堀 ) や 貝 層 な ど 

の 遺構 を 復元 し て いま す 。 また 、 本 館 横 に は 、 壁 穴 住 

居 、 高 床 倉庫 、 睦 で 小さ く 区 画 さ れ た 水田 、 溝 で 囲ま れ 

た 慕 な ど 、 弥 生 集落 の 景観 が 作ら れ て いま す 。 この 小さ 

ー ジ アム 
体験 弥生 ムラ @ 作 る 小さ な 弥生 ムラ 

アー ディ 、、 

る ニン 通っ 
人 い 

ミュ ー ジ アム 展示 へ の 導入 。 映像 、 ジオ ラマ 等 で 視覚 的 に 朝日 遣 由 の 生活 を 再現 大 本 展示 室 1 
な 体験 線 生 ム ラ は 、 米 づ くり を は じ め 、 弥 生 時 代 の 生活 

て で バーー っ や も の づく り を 体験 ・ 体 感 する 場 を 創出 し て い ぎ ます 。   
、 防 向 子 説 ご 秒 い の 宰 大 本 展示 室 2 キッ ズ 考 古 ラ ボ 

  

“ ンジ 和夫 e。 欠 
粟 迫 し た 弥生 の 戦い を 再現 子供 た ちの 笑顔 を 引き 出す 弥生 人 の 技術 と 造形 を みる 
朝日 遺跡 発見 され た 逆 茂木 、 乱 杭 ” 重要 文化 財 朝 日 遺 中 出土 品 を 中 心 と ル ハンズオン の 試み 
等 か ら な る 多重 防御 施設 。 遺 村 と と も し た 展示 。 責 重 な 文 化 財 を 後世 に 残す ンス オン の 諾 み Hi 

に 、 弥生 時 代 の 戦い の 様子 を 復元 し ま た め 、 温度 ・ 混 度 な ど 展 示 環 境 に も 配 弥生 時 代 の 生活 を 学 点 こと が で きま す 
し た 。 戦士 た ち お が 手 に し て いる 武器 、 慮 され て いま す 。 朝日 遺跡 の 十 器 を モデ ル と し た 土 回 パ 

下 時 な どの 細か 人 な 作り 込み に 注目 ズル は 、 本 ルー ム の 人 気 ナン バー ワン 。   
環 漂 と 貝 層 の 復元 表示 ゴー ミュ ー ジ アム ショ ッ プ 

        弥生 の 至宝 、 車 要 文 化 財 朝日 遺 蹴 出土 品   

基本 展示 室 2 に 足 を 進め る と 、 朝日 遺跡 か ら 出土 し た 膨 

大 な 出土 品 が 陳列 され て いま す 。 ここ で 展示 し て いる の 

は 、 土 器 ・ 土 製品 、 石 器 ・ 石 製品 、 木 器 ・ 木 製品 、 ガ ラス 、 

金属 製品 、 骨 角 牙 貝 製品 な ど 、 弥生 時 代 に 使わ れ て いた ほ 

ぼ す べ て の 材質 、 道 具 の 種類 が 網羅 され て いま す 。 その 保 

存 状態 は た い へ ん 良好 で 、 弥 生 時 代 の 高い 技術 水準 を 知 

る こと が で きる 貴重 な 資料 と し て 、 国 の 重要 文化 財 に 指 

定 さ れ て いま す 。 ミュ ー ジ アム の 展示 室 で は 、 重要 文化 財 

に 指定 され た 2,028 点 の うち 、 お よそ 350 点 が 展示 され て 

いま す 。 

また 、 企画 展示 室 で は 、 テ ー マ を 替え 、 朝日 遺跡 、 弥 生 

時 代 な どの 最新 の 研究 成果 を 紹介 する 企画 展示 を 年 4 回 

開催 し て いく 計画 と な っ てい ます の で 、 来館 する た びに 新 

し い 発 見 が ある こと で し ょ う 。 

発掘 これ た 遺構 を 復元 表示 
発掘 調査 で みつ か っ た 環 涯 を 復元 表 

示し て いま す 。 溝 の な か に は 、 出 土 し た 
貝殻 を 用 いて 、 貝 が 捨て られ 堆積 し て 
いく 様子 を 復元 し て いま す 。 

作る こと の 喜び 楽し み を 知る 
体験 学習 室 で は 、 土日 祝 日 に 古人 体 
験 プロ グラ ム を 開催 し て いま す (当日 

受付 ) 。 土器 、 勾玉 な ど 、 自 分 だ け の 作 
品 を 作る 楽し み 、 そ し て 、 弥生 文化 へ の 
気づき が ある は ず で す 。 

  

ミュ ー Ac の ア 
カカ と クロ を あし ら っ た オリ ジ ナ ル グ ッ ズ 
や 地元 の 物産 な ど 、 多数 取り そろ えて 
いま す 。 楽し い 来館 の 想い 出 に いか が 
で すか 。



  

  

  正男 展 振り 返り レポ ー ト         

あい らち 朝日 遺跡 ミュ ー ジ アム 最初 の 企画 展 
は 、 本 ミュ ー ジ アム を 象徴 する 出土 品 の 一 つ 赤 
彩 土 器 を テー マ と し た 特集 展示 で し た 。 
この 土器 は 、 「 パ レス ・ ス タイ ル 土 器 ] と も 呼 

ば れ 、 弥 生 時 代 後 期 か ら 古 墳 時 代 前 期 に か け 
て 、 尾 天地 域 を 中 心 に 盛行 し まし た 。 最 大 の 特 
徴 は 、 ベ ン ガ ラ と いつ 赤い 顔料 を 塗布 し た 赤 彩 

帯 で す 。 も う 一 つ は 、 白 っ ぽい 地肌 の 上 に 配置 
され た 紀 な 文様 帯 で す 。 そ し て 、 赤 色 が 施さ 
れる 部 分 と 地肌 の 田 0 の WW 残す 部 分 が 交互 に 配 

置 さ れ 、 赤 と 折 の コン トラ スト が 強 調 さ れる こ 
と で 、 独 特 の 美 し さ が 表現 され て いま す 。 

ミュ ー ジ アス タッ フ の こぼれ 詰 ( 格 木 ) 
学芸 具 の 梅本 博志 で す 。 ス タッ フ 中 の 最 年 長 (新型 コ 

ロナ ワク チン 2 回 目 接種 済 ) と いつ こと で 、 こ の 欄 の 初回 
を 務め させ て いた だ きま す 。 

さて 、 私 事 な が ら 、 朝 日 遺跡 と ミュ ー ジ アム に は 、 こ れ 
まで に 、 時 と 立場 を 変え て 4 回 程 関 わ つ て きま し た 。 最 初 
は 、 昭 和 時 代 に 発掘 調査 の 学生 アル バイ ト と し て 、2 回 
目 は 就職 後に 調査 担当 者 こし て 、3 回 目 は 史跡 貝殻 山 貝 
塚 交流 館 に 改修 され る 前 の 旧 資 料 館 の 職員 、 そ し て 現 
在 で す 。 
な か で も 、 最 初 に 参加 し た 発掘 調査 の 経験 は 、 今 も 鮮 
烈 な 思い 出 と し て 残っ て いま す 。 当 時 、 遺 蹴 周 辺 は 一 面 

調査 で 出土 し た 住居 跡 な どの 遺構 図 の 作成 は 、 全 て 手 
作業 で 、 三 脚 を 付け た ずっ し りこ と 重い 測量 用 の 「 ト ラン 
シッ ト 」 が 毎日 の 仕事 の 相棒 で し た 。 ま た 、 雨 の 日 に 、 冷 
た い 水 で 、 泥 土 を 洗い 落 こ し た 瞬間 の 「 赤 彩 土 器 ] の 破 
片 は 、 二 千年 の 時 を 超え 、 掌 中 で 湯 や か な 光沢 を 放っ て 

いま し た 。 
と ころ で 、 令 和 の 時 代 、 私 た ち は 再 び 出 会 うこ と に な 

り ま す 。 学 芸 員 と し て 遠 定 の 小学 生 を 案内 する 元 調査 
上 員 。 交 流 館 の 如 具 庫 の 棚 に 収まる 風格 を 帯び た トラ ン 
シッ ト 。 そ し て 本 館 の 展示 ケー ス を 彩る 赤 彩 土器 。 

半 世 紀 近 い 年 月 を 経て 再会 し た 三 者 は 、 そ れ ぞ れ の 
さて 、 朝 日 遺跡 の 重要 文化 財 2.028 点 の 内 、 の 水田 で 、 調 査 は 地下 水位 の 下がる 稲刈り 後に 行わ れ 居場所 を 得 た よ つ な 近況 で は あり ます 。 

パレ ス ・- ス タイ ル 土 器 ( 赤 彩 土器 ) は 、60 点 を 数 て いま し た 。 学 生 た ちの 仕事 は 、 晴 れ た 日 は 現場 で 記録 ぐ 
えま す 。 朝 日 遺跡 の 資料 は 、 盟 種 ・ 装 飾 が 多様 図面 の 作成 、 雨 の 日 は 調査 事務 所 で 出土 品 の 洗浄 こい 

性 に 富み 、 た い へ ん 良い 状態 で 埋蔵 され て い つの が 定 苦 で し た 。 
まし た 。 ま さ に 弥生 美術 を 代表 する 造形 品 と ドロ ー ン で の 写真 測量 な ご ある は すず も な い 時 代 、 発 掘 4 

ニラ こ 人 
いそ る で し ょ つ 。 

あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム AB 

ミロ 

コン る シダ 人 スニ ロン た = 
一 期間 2021 年 4 月 24 日 一 6 月 27 日 

一 場所 だ あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 企 画展 示 室 

弥生 ムラ ブ づくり と 

本 | 
ムラ 人 (ポラ ンティア ) 制度 が スタ ー ト し まし た 

っ ( の アメ ムラ 人 本 お 該 中 民 

て よ _、 / ヽ 、 人 特典 全幅 まお 

「 あ いち 朝日 遺跡 ミュ ユー ジア ム 」 で は 、 ボラ ンティア の 参加 を 募っ て 、 た くさ ん の 参加 型 イ ベン ト や 
取り 組み を 実施 し ます 。 あな た も 「 お も て な し ムラ 人 」 に な り 、 い っ つ しょ に ムラ を つく り ま せん か ? 

今年 度 の ムラ 人 募集 は 締め 切り まし た 。 来 年 度 は 、G02 ら 年 ( 令 和 24 年 ) 春 頃 に 募集 開始 予定 で す 。 

詳し く は 当館 WEB ペ ー ジ (https://aichi-asahi.jp) を ご 覧 くだ さい 。 

Av た た ささい た た とい だ た に た に 1 - 

田植 え 体験 お も て な し ムラ 人 ガイ ド 研 修 ① 

   
  

本 展示 で は 、 こ の 朝日 遺跡 の 出土 品 に 加え 、 パ レス ・ ス タ 
イル 土器 の 優品 が 多く 出土 し て いる 愛知 県 一 宮 市 か ら 、 山 
中 遺跡 (弥生 時 代 後 期 ) 、 八 王子 遺跡 (弥生 時 代 後期 一 終 
末期 ) 、 西 上 免 遣 蹴 (古墳 時 代 前 期 ) な ご の 著名 な 資料 を 
展示 し まし た 。 
来館 者 か ら は 、 赤 い 顔 料 を どう や っ て 手 に 入れ た の か 、 
塗ら れ た 赤色 は 流れ 落ち な い の か 、 赤 い 土 器 は どの よう に 
使わ れ て いた の か 、 と いっ た 質問 を 多く 受け まし た 。 ま た 、 

別 の 機会 に は 、 全 国 へ と 広がっ て いつ た 赤 彩 土器 の 定 取り 
を 追 つ 展示 も 企画 し た いと 思い ます 。 坦 北川 田 遺跡 (愛知 県 一 宮 市 )【 弥 生後 期 / 一 宮 市 博物 館 蔵 】 
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企画 展 講演 会 「 喜 を 飾る 最後 の デザ イン ] 
@ 講 8 : 赤塚 次 郎 (特定 非 営利 活動 法人 古代 通 波 の 里 ・ 

文化 遺産 ネッ トワ ー ク 理事 長 ) 
@ 日 時 : 6 月 13 日 (日 ) 13 : 30-15 : 00 
@ 会 場 : あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 研 修 室 

2・3 世 紀 に この 地域 で 誕生 し た パレ 

ス ・ ス タイ ル の 赤い 埋 は , 長 い 「 素 の 歴 

史 が 終わ ろ つ と する 最後 を 節 る デザ イン 

で す 。 古 代 人 が こだわ っ た 赤い 色 に は ど 

の よう な メッ セー ジ が 込め られ て いる の 

か が 。 赤 塚 先生 の 独特 の 語り に より 、 や さ 

し く て いね い に お 話し いた だ きま し た 。 

  

    

講座 ヒス トリ ー カ フェ 
「 朝 日 遺跡 、 赤 い 土 器 の 魅力 」 

人 @ 講 師 : 原田 幹 (本 ミュ ー ジ アム 学芸 員 ) 
@ 日 時 : 5 月 15 日 ( 土 ) 13 : 30 一 14 : 30 
@ 会 場 : あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム 本 館 ・ 研 修 室 

展示 を 企画 し た 提 
当 学芸 員 に よる 講 
座 。 展 示さ れ て いる 
パレ ス . ス タイ ル 土 器 
の 魅力 、 見 所 に つい 講 
て 解説 し まし た 。 吉 

  

「 弥 生 ム ラ づ くり プロ ジェ クト 」 が いよ いよ スタ ー ト し 、 
6 月 6 日 (日 ) に 田植 え を 行い まし た 。 雨 が 心配 され て いま 
し た が 、 気 持ち の 良い 青空 の 下行 うこ と が で きま し た 。 
参加 し た 子供 た ち は 買 頭 衣 と いつ 弥生 時 代 の 衣服 に 身 

を 包み 、 当 時 の 米 づ くり を 体験 し まし た 。 多 く の ボ ラン 
ティ ア の サポ ー ト の も と 、 ス ムー ズ に 田植 え を 行う こと が 
で きま し た 。 今後 植え た 稲 が すく すぐ と 育つ て いく よう に 

  

あい ち 朝 日 遺跡 ミュ ー ジ アム で は 、「 お も て な し ムラ 人 」 

と いう 名 称 の ボラ ンティア 制度 が スタ ー ト し まし た 。6 月 
12 日 ( 土 ) 、13 日 (日 ) に は 「 朝 日 遺 蹴 発掘 調査 編 ] と 題し 

た 最初 の ガイ ド 研 修 が 行わ れ ま し た 。 

. 参加 者 の 皆さん は 真剣 な 面持ち で 研修 に 臣 る で いま し 

た 。 7 月 3 日 ( 土 ) 、4 日 (日) に は 「 出 土 品 編 」 も 行わ れ 、 ガ 

イド と し て の 知識 を し つか り 学 ん る で いた だ きま し た 。 

 


